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令和２年７月１７日 
 
新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえた大学等の授業の実施状況  
 

※調査時点 令和２年７月１日時点 

 
 
 
 
１．７月１日（水）時点における授業の実施状況について 

全国の大学・高等専門学校（以下「大学等」という。）について、７月１日（水）時点

では、回答のあったすべての学校において授業（面接・遠隔をともに含む。）が実施さ

れている。 

 授業を実施している 授業を延期・中断している 

国立大学 86 校（100％） 0 校 

公立大学 102 校（100％） 0 校 

私立大学 824 校（100％） 0 校 

高等専門学校 57 校（100％） 0 校 

（全体） 1069 校（100.0％） 0 校 

（※）全国の国立大 86校、公立大 102 校、私立大 824 校、高専 57校（計 1069 校）を母数としている。  

公立大学・私立大学には、それぞれ専門職大学・短期大学を含む（以下同じ）。 

 

 

 

２．７月１日（水）時点における授業の実施方法について 

７月１日（水）時点で授業を実施していると回答のあった大学等のうち、約６割にお

いては、面接授業と遠隔授業が併用されている。 

遠隔授業が全面的に実施されている大学等、感染拡大の防止に配慮しつつ、学生を通

学させて行う面接授業が全面的に実施されている大学等は、いずれも約２割である。 

 面接授業 面接・遠隔を併用 遠隔授業 

国立大学 1 校（1.2％） 55 校（64.0％） 30 校（34.9％） 

公立大学 8 校（7.8％） 72 校（70.6％） 22 校（21.6％） 

私立大学 145 校（17.6％） 492 校（59.7％） 187 校（22.7％） 

高等専門学校 19 校（33.3％） 23 校（40.4％） 15 校（26.3％） 

（全体） 173 校（16.2％） 642 校（60.1％） 254 校（23.8％） 

（※）７月１日時点で授業を実施していると回答した学校数（1069 校）を母数としている。 
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３．一部で面接授業を開始する予定の時期について 

７月１日（水）時点で、全部の授業を遠隔によって実施していると回答のあった大学

等において、一部でも面接授業を開始する予定となっている時期については、約３割が

７月中、約２割ずつが８月中・９月以後となっており、約２割が検討中となっている。 

 ７月中 ８月中 ９月以後 検討中 

国立大学 7 校（23.3％） 10 校（33.3％） 4 校（13.3％） 8 校（26.7％） 

公立大学 8 校（36.4％） 5 校（22.7％） 4 校（18.2％） 5 校（22.7％） 

私立大学 50 校（26.7％） 37 校（19.8％） 52 校（27.8％） 46 校（24.6％） 

高専 7 校（46.7％） 4 校（26.7％） 3 校（20.0％） 0 校 

（全体） 72 校（28.3％） 56 校（22.0％） 63 校（24.8％） 59 校（23.2％） 

（※）７月１日時点で、面接授業を実施せず、遠隔授業を実施していると回答した学校数（254 校）を 

母数としているが、本設問に無回答の大学等（４校）があるため、合計は一致しない。 

 

 

 

４．全面的に面接授業を開始する予定の時期について 

７月１日（水）時点で、全部または一部の授業を遠隔によって実施していると回答の

あった大学等において，全面的な面接授業を開始する予定となっている時期については、

約６割で検討中となっており、約３割が９月以後の時期としている。７月中、８月中に

開始すると答えた大学等は、いずれも１割未満となっている。 

 ７月中 ８月中 ９月以後 検討中 

国立大学 0 校 1 校（1.2％） 10 校（11.8％） 72 校（84.7％） 

公立大学 0 校 1 校（1.1％） 18 校（19.1％） 69 校（73.4％） 

私立大学 28 校（4.1％） 12 校（1.8％） 181 校（26.7％） 384 校（56.6％） 

高専 7 校（18.4％） 5 校（13.2％） 16 校（42.1％） 10 校（26.3％） 

（全体） 35 校（3.9％） 19 校（2.1％） 225 校（25.1％） 535 校（59.7％） 

（※）７月１日時点で、面接授業と遠隔授業を併用していると回答した学校数と、面接授業を実施せ 

ず、遠隔授業を実施していると回答した学校数の合計（896 校）を母数としているが、本設問 

に無回答の大学等（82校）があるため、合計は一致しない。 
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５．学内施設の利用可否について 

７月１日（水）時点における学内の施設・設備の利用可否の状況については、施設の

維持等のための立ち入りを除いて一切禁止している大学等は１割未満、授業や研究を行

う場合のみ利用を認めている大学等が約３割、授業等以外の場合も一部利用を認めてい

る大学等が約４割、施設の利用を広く認めている大学等が約１割となっている。 

 全面的に不可 授業等のみ可 授業等以外も一部可 全面的に可 

国立大学 0 校 34 校（39.5％） 40 校（46.5％） 1 校（1.2％） 

公立大学 1 校（1.0％） 39 校（38.2％） 50 校（49.0％） 9 校（8.8％） 

私立大学 16 校（1.9％） 279 校（33.9％） 337 校（40.9％） 144 校（17.5％） 

高専 1 校（1.8％） 17 校（29.8％） 26 校（45.6％） 6 校（10.5％） 

（全体） 18 校（1.7％） 369 校（34.5％） 453 校（42.4％） 160 校（15.0％） 

（※）調査に回答した全ての大学等（1069 校）を母数としているが、選択肢中に当てはまるものがな

いと回答した大学等（69校）があるため、合計は一致しない。 

 

 


